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侯徳梼

塩アン(塩化アンモニウム)はソルヴェイ法で炭酸ナトリウム(ソーダ灰)を作る際に併産さ

れる。その製造工程では原料の塩化ナトリウムにアンモニアと二酸化炭素を吹き込んで反応させ

炭酸水素ナトリウムを析出させるのであるが この際塩アンを始めに析出させて反応液を循環さ

せれば原料塩の利用率が高くなることを，侯徳傍 (Hou Debang)が1932年にアメリカで出版
した本で理論的に示した。この理論を基にして わが国の塩アン肥料工業が発展したのである。

この切手には塩アンの製造装置が描かれ 反応式も書かれている。ところが工程図中でC02

なるべきところがCH2となっているのが愛敬である。

侯徳梼は中国の化学工業の父と賞賛され科学分野での貢献者のシリーズの一枚としてこの

切手が発行された。 2年前に中国のアンモニア工場を見学に行ったとき 工程はどこから導入し

たかと質問したら 侯徳携の開発した国産技術だと胸を張って答えられた。地元産の石炭を原

料とし製品は炭酸アンモニウム。硫酸は不要、尿素製造の高い装置も不要という自主厚生の中国

向きの工程だったのである。

炭酸アンモニウムは容易にアンモニアに分解して臭いがひどく 最近では中国の農家も喜ばな

~)。石炭を原料とすれば，二酸化硫黄，塵竣の発生対策が必要で、やっかいであり，近代化が必要

だろう。しかし中国ではエネルギーの70%を石炭に依存しており また資源の耐周年数も長いか
ら，その利用を止めるわけにはゆかないのである。 (財 日本肥糧検定協会参与)


